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中央教育審議会 (2012) では, アクティブ・ラーニングを以下のように定義している。
教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり, 学修者の能動的な学修への参加を取り入
れた教授・学習法の総称。学修者が能動的に学修することによって, 認知的, 倫理的, 社会
的能力, 教養, 知識, 経験を含めた汎用的能力の育成を図る。発見学習, 問題解決学習, 体













工学系教育におけるアクティブ・ラーニングについて概観した Prince (2004) は, アクティ
ブ・ラーニングの４つの定義とその課題を紹介している。これらの定義づけは難しいがアク
ティブ・ラーニング, コラボラティブ・ラーニング, コーポラティブ・ラーニング,

















ルボルン大学での事例を紹介した Johnston (1997) は, グループ学習で基礎ミクロ経済学を
学んだ学生が試験でより高いスコアを取っていることを確認している。Moore (1998) はア
メリカのオクシデンタル大学で, 3, 4 名のグループ学習をさせる Collaborative Learning Lab
において学生の学習意欲が向上したという結論を得ている。
Johnston et al (2000) と Brooks and Khandker (2002) は, コラボラティブ・ラーニング
(ラボ) で協力学習アプローチを取り入れた。Johnston et al (2000) は協同学習朗読ラボの
学生はチュートリアルの準備に時間を費やし, より興味がもったが, 試験ではそれ以上の成
果をあげなかったことがわかった。しかし, Brooks and Khandker (2002) は, 小規模の共
同学習ラボの学生が最終試験でより高い得点を獲得したことを発見した。Jensen and Owen
(2001) は, 34校のリベラルアーツカレッジを対象とした調査で, グループ学習を通じて経
済学を学んだ学生たちが, 後に経済学専攻を選ぶ傾向にあることを明らかにした。





澤田ら (2014) は646名から得たデータを因子分析することによって, 大学の授業におい
てアクティブ・ラーニングの教授法は, 必ずしも学生の学びに対する意識と一致していない










ム1)と連動した活動を報告している。巽ら (2014) は東洋大学の ｢ミクロ経済学演習｣ と









































































年を越した３回生の１月に大竹 (2005) の第１章を題材に議論し, 卒業研究への準備とし







































3) 実験の都合上, グループ分けのためにダミーとして９人が参加したが, 分析した実験結果に影響は
ない。
が適切でない結果を導くことになってしまう懸念があった。また, 経済学部においては学生



























































□ 結果を聞く □ 結果を聞かない
３．あなたの「タスク１」と「タスク２」のグループ内順位は何位だったと思いますか？





















力が回答された。情報処理能力としては, メール送信, 計算能力, ワード・エクセルの運用
能力が, グループワークを行うための社会的スキルとしては, チームワーク力, コミュニケー















































えた場合, TAや SAも増えたほうが望ましいが, ふさわしい人材は限られている。４回生
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写真３：スピーチを割り当てるくじ (左) とくじを引く SA (右) (2014年11月20日撮影)
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Using Classroom Experiments to Teach Behavior Economics :
A Case Study on Seminar at the Faculty of Economics
YOSHIDA Keiko
The situation surrounding university education in Japan is rapidly changing due to the declining
birthrate, aging of society, globalization, and the progress of information technology. Under the
condition, it is important for universities to improve educational technique. Active learning is
different from traditional lecturing styles in classrooms.
In this paper, I introduce examples of active learning through economic experiments in the
third and fourth-year student’s seminar of the Faculty of Economics. The members of the seminar
are eleven ; female and male students are seven and four respectively. Through twice experi-
ments conducting, all students experienced giving twice academic presentations and writing their
team graduation thesis.
The results of the interview suggested that students conducted economic experiments, not
only foundation and application skill of behavioral economics but also some basic abilities for
society people such as planning, teamwork, and communication skills.
